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《 図書館カレンダー 》   ＝ 休館日です。 

★ 開館時間 ： 午前 9時 30分～午後 6時 ★ 
 
🍠  2024年 11月 🍠        🎄 12月 🎄 
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「深夜」 

気づいたこと。 

星の瞬きと、漁火はよく似ている。 

月は皓皓と輝いて、海に光の道をつくる。道は、水平線まで伸びていて、静寂を白く浮か

び上がらせる。 

水平線は、相変わらず、線を引いたみたいにまっすぐだ。空よりも、海のほうが濃く、暗

い。 

 

誰もいない道路は大きな口をあけて、途方にくれた子どもみたい。外灯が、心細げに揺れ

ている。 

車がたったひとつ、ぽつん、と駐車場に停まっていて、あ、いま、誰かが乗り込んだ。 

咳払いのようなエンジン音と、ひと際きれいなふたつのライト。 

左に曲がって、そのまままっすぐ。きっと、家に帰るのだろう。 

 

誰も知らない、秋の深夜のことである。 

 

by ミカゲ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『13歳から考えるまちづくり』 

一般書 318ジ Y  岡田 知弘 / 作 かもがわ出版 
 

住民の願いを実現する地方自治によるまちづくり、持続可能な社会に向けて知っておきたい

ことや、地方自治の基本から、全国の事例まで地方の課題を乗り越える全国まちづくりが分か

りやすく書いてあります。 

少子高齢化、過疎化、財源不足、大災害など、今地方はたくさんの課題を抱えています。 

そんななか、防災とまちづくりでは、黒潮町（高知県）の事例がのっていて、とってもすご

いなと思いました。南海トラフ地震で「日本一高い津波が来る町」と予測されているが、犠牲

者ゼロを目指して、一人一人避難プランをたて、「津波避難タワー」が全部で 6 ヵ所建設され

ました。 

タワーには、発電機やブルーシートなど防災倉庫でもあるので、必要な備品等も入れておけ

ます。 

もちろん、倉庫には人も避難出来て、雨風もしのげます。 

他にもたくさんの事例がのっていて、その土地、その場所によっていろんなまちづくりがあ

るのだなと思いました。 

独自の工夫で課題を解決し、地域を活性化させ、地方自治の基本をおさえつつ、持続可能な

「まちづくり」にいどむことは、みんなのお互いの協力などが、とっても大切だと思いまし

た。 

とっても分かりやすく地方自治のしくみや役所の役割が書いてある本です。 

ｂｙ １５ 

★ ＹＡＢＯＯＫご紹介 ★ 

 

 

 芸術の秋としまして、図書館では久しぶりに美術講座を開催します。

講師は天心記念五浦美術館長小泉晋弥氏。内容は【菱田春草の「黒猫」

と夏目漱石の「文学論」－近代の猫表現を考える】猫好きの私にとって

は、どんなお話が聞けるかとても楽しみです。 

今回の講座は、生涯学習課・天心記念五浦美術館・図書館が協力して

行う初のコラボレーション講座です。１１月は、図書館内を猫に関する

本の展示や館内装飾でいっぱいにします。 

どんな「猫」がいるのでしょうか。ぜひ館内でお気に入りを探してみ

てください。 

by チッピー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トム・ソーヤ通信 №410 
新着図書の中から、 

職員がお薦めの本を紹介します。 

◇『こどもホモ・サピエンス』  

児童書 469コ 国立科学博物館人類研究部 / 監修 ライブ / 著  株式会社カンゼン 

 

わたしたち「人類」の始まりって？ 

チンパンジーから枝分かれして人類が生まれたのは、およそ 700 万年前。 

地球の歴史を１年にたとえる「地球カレンダー」によると、人間の歴史はたったの 34 分 17 秒。 

出現して間もない生物らしい…。 

わたしたちはどこから世界に散らばっていったのか？暮らしは？ 

人類のルーツを探ってみよう！ 

ｂｙ チョビコ 

 

◇『あわあわジャングル』 

児童書 Ｅアワ 片平 直樹 / 作 高畠 那生 / 絵 
 

 お風呂ギライな僕にお父さんが「あわあわジャングル」に招待してくれた！ 

浴室のドアを開けたら、そこは泡のジャングル。お父さんは、泡でできたかっこいい車に乗ってい

たよ！お父さんと僕で泡のドライブに出発だ！途中泡でできたヒョウなんかも出てきちゃうけどお

父さんがいれば怖くない。 

高畠先生の想像力広がる絵も魅力的で、お風呂が嫌いな子もきっとお風呂タイムが楽しみで待ち

遠しくなっちゃう一冊です。ぜひ、親子で読んでみてください。 

ｂｙ へリン 

 

◇『ものがわかるということ』 

一般書 914.6ヨ 養老孟司 / 著  祥伝社 

 

「わかる」とは何だろうか？自分は本当に「わかっている」のだろうか？わかろうわかろうとし

ながら結局「わからなかった」という作者が、「知る」と「わかる」との違い・「知っている」だけ

では「わかっている」ことにはならないなど すべてが意味に直結する情報化社会になっている現

代社会において何が大切かを示してくれる本です。 

by パンプキン 

 

◇『ビビさんとゾウ』 

児童書 E ビビ レザ・ダルバンド / さく 評論社 

 

ビビさんのペットのおおきなゾウさん。一緒におさんぽしたり、子どもたちと遊んだりします。

ところが町の大人たちは、おおきすぎて目立ちすぎるビビさんのゾウがきらいです。大人たちはゾ

ウを追い払う為、動物園に連れていくことになりますが・・・。 

町の大人たち、そしてビビさんとゾウさんはこの後どうなっていくのでしょうか。 

大切な事に気づかせてくれる素敵な絵本です。 

ｂｙモピン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆図書館美術講座☆ 
 

菱田春草の「黒猫」と夏目漱石の「文学論」 
‐近代の猫表現を考える 

 
講 師：小泉 晋弥氏（茨城県天心記念五浦美術館館長） 

日 時：11 月 9日（土）午前 10時 ～ 正午 
場 所：北茨城市立図書館 2階会議室 

定 員：25名程度（先着）※参加費無料 

🍁 しゃぼん玉〇英語のおはなし会 🍁 

11月 2日（土）  午前１1時 ～ １1時３０分 

🍠 図書館おはなし会 🍠 

11月 6日（水） ・ 13日（水） ・ 20日（水） 

午前１０時 ～ １０時３０分 

🍇 エプロンひろ子さんのエプロンシアター 🍇 

11月 9日（土）  午前１０時３０分 ～ １1時 

🍁 クーミンの英語のおはなし会 🍁 

11月 17日（日）  午前１１時 ～ １１時３０分 

🍠 わらべうたおはなし会 🍠 

11月 23日（土）  午前１１時 ～ １１時３０分 

🍇 ぽっぽのおはなし会 🍇 

11月 27日（水）  午前１０時 ～ １１時 

 

☆図書館バードウォッチングの会☆ 

日時：11 月 10日（日） 午前 10時  ～ 11 時 30分 

場所：図書館前ウォーキングロード ※雨天時は図書館 2 階「ひだまり交流テラス」で

実施します 

申込：事前申込不要。直接会場へお越しください（時間内途中参加可です） 

 

観察しながら川面からのマイナスイオンでリフレッシュしませんか？ 

クリスマスの本棚 空を見上げて 何に備える？ 


